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数値シミュレーションの背景と目的
　大型化・高層化・複合化が進む建物や都市インフラの計画においては，法規類や過去事例を参照するだけでは利用者の安全性・利便性・快
適性確保の課題に応えられない。超高層オフィスにおいては出勤時のエレベータ前での滞留解消や社員食堂の渋滞緩和が，また，駅改良工事
では安全性・円滑性に配慮した最適な施工計画の立案，将来を見据えた旅客流動評価による利便性の確保が求められている。さらに，建設工
事や開発事業を行う際には，周辺の道路・交通計画の検討に加え，工事中の道路占用などの影響も評価する必要がある。建築計画・都市計画
における人や車の流れのシミュレーションによる分析・可視化は，これらを実現する効果的な手段であり，当社では2000年代の半ばから土木・
建築の両分野で技術開発を進めてきた。

解析例
　当社の人流シミュレータ「Sim-Walker®」は，駅施設での旅客流動評価に加え，オフィスや大型複合施設のエレベータホールなどにおける滞
留シミュレーションが可能である。また，交通流の解析では，交通流シミュレータ「REST®」を用いて施工中及び竣工後の交通予測に活用して
いる。さらに，現在人流と交通流の統合シミュレータの開発も進めている。

解析手法
　「Sim-Walker」は，歩行者一人ひとりの視点をモデル化し，かつ様々な特徴を持つ人を混在させることが可能な「マルチエージェント」型の
シミュレータである。「Sim-Walker」が持つ高い拡張性によって，日常行動から避難行動までの幅広い状況を再現できるようになっている。
「REST」も，個々の車両挙動や運転手特性を再現するミクロモデルに基づいた「マルチエージェント」型のシミュレータであり，どちらも自社開
発したものである。今後は，これら人流・交通流モデルのさらなる高度化と統合を進め，スマートシティや自動運転社会に対応した建築計画・都
市計画において活用可能なシミュレータに発展させていく予定である。
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人流シミュレータ「Sim-Walker」による解析事例
Examples of Pedestrian Simulation with“Sim-Walker”

施工中・竣工後の交通流予測（上）と人流・交通流の統合（下）
Traffic Forecast and Combination of Pedestrians and Vehicles
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